
教育委員会だ よ り

 

令和 7年度が始まり約２か月。
子どもたちが穏やかに、そして充実した毎日を過ごしていることを願っています。

■激動する未来と子どもたち
さて、今年は昭和でいうと１００年。悲惨な太平洋戦争が終わって８０年になることが世

間では話題となっています。私たちが過ごしてきた戦後８０年は、他国との紛争や戦争に巻
き込まれることのない平和な時代であったといえるでしょう。苦難の時代を過ごされた先人
に対して、私たちが穏やかな時代を生きてこられたことを感謝しなければなりません。
一方、子どもたちが生き抜くこれからは、どんな時代となるのでしょうか。
ＡＩ（人工知能）や情報通信技術の急速な発達、急速に進む少子高齢化、人口減少、グロ

ーバル化、国際紛争の長期化、異常気象等々、ここ２０年間だけを見ても、環境の変化は驚
くほどの速さで進んでいます。子どもたちが社会人として独り立ちする２０３０年以降の社
会では、さらに急激な変化がみられることが予測されています。
■生きる力を育む教育の必要性
未来とは常に他者であり、突然予測できない事態が発生し、私たちを飲み込もうとしてき

ました。幸いなことに、私たち大人が過ごしてきた時代は、それまでの経験や知識、技術で
未来から降りかかる課題を何とか乗り越えてくることができました。しかし、近い将来には、
それらだけでは乗り越えられない時代が到来するとされています。そうした時代を生き抜く
子どもたちに身につけてほしい力は何か。それこそが「生きる力」だと考えています。子ど
もたちには知識を知恵に変える力、予測できない課題に直面しても、それを乗り越え力強く
生き抜く力を身につけてほしいと願っています。
■学校・家庭・地域が連携した子どもの育成
そのためには、興味や疑問を喚起する学校での授業、集団生活の中で切磋琢磨し自分の考

えを高めること、仲間を思いやり協調できる力、スポーツや文化活動を通じて自分の可能性
を発揮すること、学校行事を通して大切な思い出を作ることなどが大事であると考えます。
各学校は、予測できない課題を乗り越えるために必要な、子どもたちの「生きる力」を伸ば
す場として、日々教職員が多くの工夫を凝らしています。教育委員会も引き続き各校の教育
活動を支援し、子どもたちの学校生活が充実したものとなるよう様々な取り組みを進めて参
ります。ただし、学校の教育活動だけで子どもたちの力を伸ばすことは難しいのはご承知の
ことでしょう。地域学校協働活動、コミュニティースクールを中心として、地域全体で子ど
もたちを支えていくこともお願いいたします。
保護者の皆様、地域の皆様には、是非、各校の教育活動、つがる市教育委員会の取組への

ご理解とご支援をいただくとともに、私たち大人が「すべては子どもたちのために」を合言
葉に力を合わせて参りましょう。
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つがる市縄文遺跡 PRキャラクター

カイトくんとタマキちゃん誕生！


